Ｈ２３年度　「新しい家庭」　年間指導計画案　　　第６学年

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
６年生１学期
	月
	題材
	時
	学習活動
	評価の観点
	備考
（自校化欄）

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	家庭生活への関心・意欲・態度
	生活を創意工夫する能力
	生活の技能
	家庭生活についての知識・理解
	

	4
5
6
7

	６　見直そう　
食事と生活のリズム　
①毎日の生活をふり返ろう
②朝食のとり方を見直そう
③健康的な生活を考えよう
	12
　2
8
2

	毎日の生活を見直し，朝食をとることを中心に，食事のバランスと健康な生活リズムについて考える。
毎日の生活リズムをふり返り，食事の役割について考える。
朝食の大切さを理解し，朝食を工夫する。いためる調理の特徴を理解し，おいしく作る。
食事の栄養のバランスと生活リズムを工夫し，健康的な生活について考える。
	●毎日の生活を見直し，朝食をとることを中心に，食事のバランスと健康な生活リズムを整えようとする。
○家庭での毎日の時間の使い方を振り返り，家族との朝食の時間に目を向けて考えようとする。
○朝食のとり方を振り返り，朝食の役割やとる方法，朝食作りに関心を高め，日常の食事を大切にしようとしている。
○いため方に関心をもち，材料や目的に応じた調理をしようとしている。
○食品を３つのグループに分け，食品の栄養的な特徴や食品の組み合わせに関心をもっている。
○朝食の時間を大切にしてバランスのよい食事をしようとしている。
	●栄養のバランスを考え，朝食のおかず作りについて考えたり，自分なりに工夫したりしている。

○材料や目的に応じたいため方について考えたり，自分なりに工夫したりしている。
○朝食のおかず作りについて栄養のバランスを考えたり，自分なりに工夫したりしている。
	●いためる調理の特徴を生かして，朝食のおかずを手順よく作ることができる。
○短時間でできるいためる調理の特徴を生かして，卵や加工食品を利用したり，野菜を使ったりしておかずを手順よく作ることができる。
○材料や目的に応じたいため方ができる。

	●朝食をとることを中心に，食事の役割や大切さについて理解し，いためる調理に関する基礎的・基本的な知識を身に付けている。
○規則正しい食事が生活のリズムを作ることや朝食を食べることによって学習や活動のための体の準備ができることについて理解している。
○いためる調理の特徴と材料や目的に応じた，いため方について理解している。
○食品に含まれる主な栄養素の体内での働きにより，食品を３つのグループに分ける分け方について理解している。
	

	
	７　工夫しようわやかな生活
①夏の暮らしを見つめよう
②衣服の着方と手入れを工夫しよう
③快適な夏の暮らしを実践しよう

	8
1
5
2

	暑い季節を気持ちよく過ごすための工夫を考え，生活の中に生かす。
夏を健康で快適に過ごすための暮らし方を工夫する。
衣服の着方と手入れの仕方を考え，手洗いで洗濯をする。
自分にできる夏の暮らしの工夫を実行し，発表し合う。
	●衣服や住まい方に関心をもち，夏の日常着を気持ちよく着たり，手入れをしたり，身の回りを快適に整えようとしたりしている。
○季節の変化に合わせた夏の生活の仕方に関心をもち，快適な住まい方について考えようとしている。
○衣服の働きや気持ちのよい着方に関心をもち，気温や季節の変化，生活場面に応じた着方をしようとしている。
○衣服の手入れに関心を持ち，衣服を大切に扱い，気持ちよく着るために手入れをしようとしている。
○衣服や住まい方に関心をもち，夏も日常着を気持ちよく着たり，手入れをしたり，身の回りを快適に整えようとしたりしている。
	●夏の衣生活，住生活について課題を見つけ，その解決を目指して考えたり，自分なりに着方や住まい方を工夫したりしている。
　

○夏の衣服の着方について課題を見つけ，気持ちよく着るためについて考えたり，自分なりに工夫したりしている。
○衣服の手入れについて課題を見つけ，気持ちよく着るための手入れについて考えたり，自分なりに工夫したりしている。
○夏の衣生活，住生活を見直して課題を見つけ，快適な住まい方や，気持ちのよい着方，手入れの仕方について考えたり，自分なりに工夫したりしている。
	●夏の快適な住まい方や，気持ちのよい衣服の着方と手入れに関する基礎的・基本的な技能を身に付けている。
○手洗いを中心とした洗濯ができる。
　
	●夏の快適な住まい方や，気持ちのよい衣服の着方と手入れに関する基礎的・基本的な知識を理解している。
○季節の変化に合わせた生活の大切さがわかり，暑さなどへの対処の仕方を理解している。
○衣服の保健衛生上や生活活動上の働きがわかり，気温や季節の変化，生活場面に応じた着方を理解している。
○衣服の手入れの必要性がわかり，手洗いを中心とした洗濯の仕方について理解している。
○通風の仕方など自然を生かした夏の快適な住まい方と，衣服を気持ちよく着るための着方や手入れの仕方について基礎的・基本的な知識を理解している。
	



６年生２学期
	月
	題材
	時
	学習活動
	評価の観点
	備考

（自校化欄）

	
	
	
	
	家庭生活への関心・意欲・態度
	生活を創意工夫する能力
	生活の技能
	家庭生活についての知識・理解
	

	9
10
11
12

	８　思いを形に生活に役立つ物
①生活に役立つ物を作ろう

②思いを形にしよう

・思いを形にデザインしよう
・大きさや形を考えて作ろう
・作品に合う布を選ぼう
・環境のことも考えて作ろう

③作った物を使って確かめよう
	13
1
10
　2

	中に入る物の大きさや形を考えた布作品を製作し，家族との生活に生かす。
身の回りにある，中に入る物の大きさや形を考えた布製品を探し，自分が作る物を考える。

入れる物の大きさや形，布の性質，環境のことなどを考えて，布作品を作る。

製作した布作品を活用し，家族との生活に役立てるために工夫したことを話し合う。
	●大きさや形，使う目的を考えた生活に役立つ物に関心をもち，これまで習得した技能を生かして製作し，家族の生活に生かそうとしている。
○生活に役立つ物や，布を用いて製作することに関心をもち，これまでに習得した知識及び技能を生かして製作しようとしている。

○製作に必要な材料や用具等を準備し，大きさや形や使い方を考え，製作の見通しをもとうとしている。

○製作する楽しさを味わいながら製作している。
○環境に配慮した製作について関心をもっている。
○製作した物を活用し，長く大切に使おうとしている。
	●使う目的に応じて，製作する物や製作計画について考え，自分なりに工夫している。

○家庭生活での布の活用について見直し，自分の製作する物や製作計画について考え，使う目的に応じて自分なりに工夫している。
○手縫いやミシン縫いなど目的に応じた縫い方について考えたり，自分なりに工夫したりしている。
○環境に配慮した製作を自分なりに考えている。
○製作した物を活用し，よかった点や改善点について考えたり，自分なりに工夫したりしている。
	●安全に用具を取扱い，手縫い，ミシン縫いを活用して製作することができる。
○製作に必要な布を選ぶことができる。
○製作に必要な用具の安全な取扱いができる。

○目的に応じて手縫いやミシンを用いた直線縫いで製作することができる。


	●製作に必要な材料，用具や製作手順，時間の見通しについて理解している。
○製作に必要な材料，用具や製作手順，時間の見通しについて理解している。
○製作する作品に合う布の選び方について理解している。

○製作に必要な用具の安全な取扱い方について理解している。

○目的に応じたミシン縫いの仕方と製作方法について理解している。
	

	
	９　まかせてね今日の食事
①１食分の献立を工夫しよう
②家族が喜ぶ食事を作ろう
③食事をもっと楽しくしよう
	13
　

　3
　7
　3

	１食分の献立を考え，家族が喜ぶ楽しい食事を計画する。
１食分の献立を考えるときに必要なことは何かを考える。
家族のために，栄養のバランスのよいおかずを工夫する。
楽しい食事にする方法を調べ，発表する。
	●自分の食生活を振り返り，家族に喜ばれるおかずを作ろうとする。
○家庭の食事作りの様子を見つめたり，食事を作る仕事をしている人に聞いたりして，１食分の栄養のバランスのよい楽しい食事について関心をもっている。
○これまでに習得した知識及び技能を生かして，家族が喜ぶおかずを作ろうとしている。
○材料の選び方，買い方に関心をもち，適切に購入しようとしている。

	●家族が喜ぶ１食分の献立とおかずについて考えたり，食品を組み合わせて自分なりに工夫して作ったりしている。
○３つのグループの食品のそろった組み合わせや，家族の好みや季節，費用のことなどを考えて１食分の献立と調理の計画を立てたり，自分なりに工夫したりしている。
○材料を購入するために収集した情報を活用し，目的に合った物の選び方や買い方について考えたり，自分なりに工夫したりしている。
○楽しい食事にするために，食品選びや盛り付け，マナーなどを考えたり，食べる人に喜んでもらうために，自分なりに工夫したりしている。
	●これまでの学習を生かして，調理計画を立て，安全や衛生に気をつけて調理することができる。
○調理の計画に沿って，材料を準備し，ゆでる調理，いためる調理の方法を使って安全で衛生的におかずを作ることができる。
○材料を購入するために必要な，品質や価格，購入時期，場所などの情報を収集し，整理することができる。

	●食品の選び方やいろいろな調理の仕方を理解している。
○食事を作るためには，家族のことや食べる人のことを考えて工夫することが必要なことを理解している。
○栄養のバランスのよい１食分の献立の立て方について理解している。
○調理に必要な材料の種類，分量，選び方，調理時間などを考えた調理計画の立て方を理解している。
○品物の表示やマークの意味及び目的や品質を考えた物の選び方や買い方について理解している。
○食事は健康や身体の成長に必要な栄養素をとるだけでなく，家族や親しい人との心のつながりを深めることも，大切な役割であることを理解している。
○楽しく食事をするためのマナーについて理解している。
	


６年生３学期
	月
	題材
	時
	学習活動
	評価の観点
	備考

（自校化欄）

	
	
	
	
	家庭生活への関心・意欲・態度
	生活を創意工夫する能力
	生活の技能
	
家庭生活についての知識・理解
	

	1
2
3

	１０　工夫しよう冬の暮らし
①冬の暮らしを見つめよう
②暖かさと明るさを工夫しよう
・日光を利用しよう。
・暖房器具で暖かさを整えよう
・照明器具で明るさを調節しよう
③快適な冬の暮らしを実践しよう
	　6
　1
　

　4
　1

	寒い季節を気持ちよく過ごすための工夫を考え，生活の中に生かす。
寒い冬を健康で快適に過ごすための暮らしの工夫を考る。
日光や暖房器具，照明器具の活用の仕方を考える。
自分にできる冬の暮らしの工夫を実行し，発表し合う。
	●季節の変化に合わせた生活の仕方に関心をもち，快適な冬の生活について考えたり，整えたりしようとしている。
○季節の変化に合わせた生活の仕方に関心をもち，快適な冬の生活について考えようとしている。
○冬の住まい方に関心をもち，自然を生かした快適な住まい方について考えようとしている。
○冬の住まい方に関心をもち，環境に配慮した健康で暖かい住まい方について考えようとしている。
○冬の住まい方に関心をもち，健康で明るい住まい方について考えようとしている。
○衣服や住まい方に関心をもち，冬の快適な生活について考えようとしている。
	●冬の衣生活，住生活について課題を見つけ，その解決を目指して考えたり，着方や住まい方を自分なりに工夫したりしている。
○冬の住まい方について見直し，日光などの自然を生かした快適な住まい方について考えたり，自分なりに工夫したりしている。
○冬の暖房の仕方について見直し，環境に配慮した健康で快適な住まい方について考えたり，自分なりに工夫したりしている。
○冬の住まいの採光の仕方について見直し，環境に配慮した健康で明るい住まい方について考えたり，自分なりに工夫したりしている。
○冬の衣生活，住生活を見直して課題を見つけ，快適な着方や住まい方ついて考えたり，自分なりに工夫したりしている。
	●冬の快適な住まい方や，気持ちのよい衣服の着方に関する基礎的・基本的な技能を身に付けている。
	●冬の快適な住まい方や，気持ちのよい衣服の着方に関する基礎的・基本的な知識を身に付けている。
○季節の変化に合わせた生活の大切さが分かり，気温や季節に応じた衣服の着方や寒さなどへの対処の仕方を理解している。
○日光を取り入れるなど自然を生活に生かす仕方やそのよさを理解している。
○換気の必要性や環境に配慮して寒さに対処する方法などについて理解している。
○採光の工夫と目の健康を考えた照明の利用の仕方について理解している。

	

	
	●これからの生活に向けて
	　3
	２年間の学習をふり返り，自分の成長を実感し，できることを家庭で継続実践し，進んで生活に生かす。
	○２年間の家庭科の学習を通して，自分の成長と家庭生活や家族の大切さに気付き，よりよい生活を築いていこうとしている。
	
	
	
	



	　自分の成長と衣食住や家族の生活などについて関心をもち、その大切さに気付き、家族の一員として家庭生活をよりよくするために進んで取り組み実践しようとする。
	　衣食住や家族の生活などについて見直し、課題を見つけ、その解決をよりよくするために考えたり自分なりに工夫したりしている。
	　生活の自立の基礎として日常生活に必要な衣食住や家族の生活などに関する技能を身に付けている。
　
	　家庭生活を支えているものや大切さを理解し、日常生活に必要な衣食住や家族の生活などに関する基礎的・基本的な知識を身に付けている。



◎第５学年及び第６学年の評価の観点及び趣旨




６年生の学習の目標：　工夫して，たのもしい自分になっていこう





(家５年-９)








(家６年-1)





(家６年-2)





(家６年-１)





(家６年-4)





◎第５学年及び第６学年の目標


衣食住や家族の生活などに関する実践的・体験的な活動を通して、自分の成長を自覚するとともに、家庭生活への関心を高め、その大切さに気付くようにする。


日常生活に必要な基礎的・基本的な知識及び技能を身に付け、身近な生活に活用できるようにする。


自分と家族などのかかわりを考えて実践する喜びを味わい、家庭生活をよりよくしようとする実践的な態度を育てる。





(家６年-５)





(家６年-６)





(家６年-6)








(家６年-８)





(家６年-２)





(家６年-３)





(家６年-４)





(家６年-７)








